












研究目的 

近年,KohlorおよびMilsteinらの細胞融合法の開発により,リンパ球の発生,機能分化の各

段階で発現される特異的細胞表面抗原,分化抗原に対するモノクロナール抗体の産成が可

能となり,リンパ球の分化過程の解明と関連して,急性リンパ性白血病の免疫学的病型分類

も確立されつつある。 

今回,「小児癌,白血病研究グループ」の治療 Protocol 811 に登録された未治療小児急性リ

ンパ性白血病を対象に,モノクロナール抗体をもちいて細胞表面抗原を検索し,免疫学的病

型診断を施すとともに,各病型と臨床像,治療効果,予後との関連性について検討したので

報告する。 


